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FIGMAの TOTAL ECONOMIC IMPACT™ 

 

エグゼクティブサマリー

 世界で最も顧客思考で、革新的で、賞賛される企業は、優れたデザインを目指し、デザインに

投資しています。デザインの恩恵を受けるためには、デザインを経営原則とし組織全体に適用

する必要があります。デザインシステムによって、優れたプロダクトデザインの決定を拡大

し、製品が異なっても一貫した用語、インタラクション、デザインパターンを適用し、カスタ

マーエクスペリエンス（CX）を改善することが可能になります。Figma は、デザインシステム

を構築し、管理するために必要なツールキットを提供します。 

 

Figma は、企業がより優れたデザインによる製品を

より迅速に市場に投入できるようにする、ウェブベ

ースのデザインプラットフォームです。このプラッ

トフォームは、デザイナーや他部門の同僚との間の

コラボレーションを最適化します。デザインプロセ

スの信頼できる唯一の情報源として機能し、ユーザ

ーは常に最新のデザインファイルでコラボレーショ

ンできるようになります。Figma のデザインシステ

ムによって、デザインチームがアセット制作を標準

化し、規定することができるため、ブランド全体で

一貫性を確保することができます。最後に、サード

パーティが開発したプラグインを利用できるオープ

ンコミュニティを使用し、各企業が自社独自のビジ

ネスに必要な機能性をカスタマイズできるようにし

ています。  

Figmaは Forrester Consultingに対し、Total Economic 

Impact™（総経済効果、TEI）調査、および Figma の

導入によって企業が実現できる潜在的な投資利益率

（ROI）の検証を委託しました。1 この調査の目的

は、Figmaが組織に及ぼす潜在的な財務的影響を評価

するフレームワークを提供することです。  

この投資に関連するベネフィット、費用、リスクを

深く理解するため、Forrester は、Figma の使用経験

がある 4 社の 12 人の意思決定者を対象にインタビュ

ーを実施しました。本調査では、Forrester はインタ

ビューの対象となった顧客の経験を集計し、その結

果を単一の複合型組織に組み合わせました。 

Figma を使用する前は、顧客はデザイナー、デベロ

ッパー、プロダクトマネージャー、マーケッター間

のコラボレーションを容易にするデザインツールを

組み合わせて使用していました。しかし、さまざま

なデザインツールに問題があったため、従業員はシ

ームレスに意思疎通ができませんでした。さらに、

すべてのチームが同じソフトウェアおよびハードウ

ェアのプラットフォームにアクセスできたわけでは

なく、デザインライフサイクルを通じて、デザイナ

ーが PDF ファイルをダウンロード、スクリーンショ

ット取得、作成、共有するワークフローに遅れが生

じました。  

顧客は Figma に投資した後、効率的なワークフロ

ー、デザインシステム、プラグインを作成し、デザ

インタスクを自動化することによって数百万ドルを

節約しました。インタビュー対象者は、Figma の使

用によって、本来よりも 4 倍速く製品を提供できる

ようになったと語りました。UX エンジニアは、

「Figma のおかげで、コラボレーションが一層リア

ルタイムになり、弊害となっていた部分が取り払わ

れました。つまり、私たちはより迅速にコラボレー

ションし、プロジェクトをより速く進めることがで

きるようになりました。これまでになかったペース

で、アイデア[概念から市場投入まで]を出すことがで

きるようになりました」と述べました。  

  

投資利益率（ROI） 

231% 

正味現在価値（NPV） 

245万ドル 

主要指標 

https://www.figma.com/
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エグゼクティブサマリー 

主な結果 

定量化されたベネフィット。リスク調整後の現在価

値（Present Value 、PV）の定量化されたベネフィッ

トには以下が含まれます。 

● デザインツールの統合。Figma を使う前は、プロダ

クトデザインをするために複数のデザインツールを使

ってきました。Figma を利用することで、デザインプ

ロセスすべてに必要なことが Figma だけで完結するた

め、これまで利用してきた複数のデザインツールを利

用する必要がなくなりました。Figma 一つにできたこ

とで、他の製品に支払っていたライセンス費用74万ド

ルを超える支出を削減することができました。 

● 問題定義段階での効率性の改善。異なる地域に

所在し、リアルタイムでコミュニケーションで

きないチームにとって、効果的なコラボレーシ

ョンは困難でした。Figmaのコラボレーション機

能によって、チーム間のコミュニケーションの

プロセスが容易になったため、デザインが組織

内に与える影響が大きくなり、問題定義段階で

効率が 10%改善しました。  

アイディエーション・クリエイション段階。

Figmaにより、デザインチームはデザイン全般で

正しいタイポグラフィ、色、アセットを一貫し

て適用しやすくなります。このデザインシステ

ムは、チームが以前、アセットのリポジトリの

維持という単調ながら必要な業務に費やしてい

た、数千時間を削減しました。さらに、プレビ

ルドのテンプレートを作成することによって、

チームは、デザイン工数を 50%超削減しまし

た。インタビュー対象者によると、こうした機

能の業務へのインパクトは、アイディエーショ

ン・クリエイション段階で最大になり、プロセ

スを 60%最適化します。あるハイテク企業の幹

部によると、これは年間 1,000万ドル以上の効果

になります。  

● 開発・実装段階での効率性の改善。デザインチ

ームがワークフローを変更し、デベロッパーを

プロセスの初期段階で参加させるようにしたと

ころ、長いデザインスペックを書くための時間

が削減されました。今では、デベロッパーは技

術的な課題を特定し、プロジェクトの経緯を理

「 

「 

「Figmaは単なるツールではなく、プラットフォ

ームであると言えます。デザインにアクセスし、

特定の要素、スタイル、コンポーネントを取り出

すことができる当社のDevOpsプラットフォーム

と併用しています。それは、私たちが必要とする

すべてのことを提供しています。」 

— ハイテク企業、プリンシパルソフトウェア開発責任者 
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エグゼクティブサマリー 

解し、初期プロトタイプを確認することができ

ます。開発チームは、既存のプラグインを活用

するか、自身のビジネスに適した固有のカスタ

ムコードを作成することによって、機能を自動

化できることを説明しました。開発チームは、

開発・実装段階で、生産性が 30%向上したこと

に気付きました。 

定性的なベネフィット：本調査において数値化でき

なかったベネフィットには、以下が含まれます。  

● 市場投入までのスピードの加速。ある製造業の意

思決定者は、エージェンシーにアウトソースする

のではなく、Figma を活用することによって、社

内でどのようにしてプロジェクトを 4 倍速く完了

できるようになったかについて説明しました。

UX チームでは、すべてのツールとプロジェクト

ファイルが同じエコシステムに存在するため、デ

ザインサイクルタイムを短縮できました。 

● エージェンシーにかかる費用の削減。クリエイ

ティブ企業に作業を依存していた企業は、エー

ジェンシーにかかる費用を 50%～90%削減しま

した。Figmaの導入によって、従業員の時間は最

適化され、必要に応じてエージェンシーを採用

するために必要な一貫性とガバナンスが提供さ

れました。  

● ヒューマンエラーの減少と製品の品質の向上。

Figmaはデザインプロセスを合理化することで段

階数を削減し、人為的なエラーが起こる可能性

も低下させました。回答者は、Figmaがもたらし

たポジティブな業務へのインパクトは、実用最

小限の製品（MVP）に代わって、優れたアーキ

テクチャ、優れたデザインのソフトウェアを発

売できるようになったことだと説明しました。  

● 革新と高価値の作業を実行する時間の増加。

Figmaによって、デザイナーはファイルや承認さ

れたフォントサイズを繰り返し探す必要がなく

なり、顧客の問題を解決する時間をかけられる

ようになりました。 

● 従業員の定着率（リテンション）の向上。Figma

は、デザインチームの仕事やコラボレーション

のしかたを変革し、従業員エクスペリエンスを

改善しました。デザインオペレーション

（Design Ops）マネージャーは、「Figma が非

常に有望な UX デザイナーのリテンションに役立

った」と回答しました。 

● リーダーの早期合意。Figmaを利用したコラボレ

ーションにより、リーダーは PNG やワイヤーフ

レームに基づいて重大な決定を下すのではな

く、プロジェクトファイルを直接見て、プロト

タイプを体験できるようになりました。上層部

を早期に巻き込むことで、プロジェクト終盤の

変更を避けることができました。 

費用。リスク調整後の PV 費用には、以下が含まれ 

ます。  

● 300人のエディターの Figmaライセンス料、3年

間で 40.2 万ドル。Forrester は財務モデルを作成

するため、エディターライセンスを提示価格の

年間 540ドルとして分析した。  

「Figma は、当社の従業員定着に

与えた影響は絶大でした。当社は

基本的にプラットフォーム企業で

すが、さまざまな事業が多数の製

品を開発しており、多数の製品が

当社プラットフォーム上で動いて

います。複数の製品を利用する場

合、技術的なことだけでなく、UX

の観点からもシームレスに連携す

る必要があります。」 

ハイテク企業、シニアデザインプ

ログラムマネージャー 
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エグゼクティブサマリー 

● Figma の導入にかかる内部費用、3 年間で 

65.8 万ドル。プロジェクト責任者は、Figma の

ガバナンスと実施計画のプラニングと実装に 6か

月を費やした。8 人のワークストリーム責任者が

6か月間、勤務時間の20％をFigmaに費やした。

最後に、300 人のライセンス保有者は 16 時間の

研修を受けた。  

顧客のインタビューと財務分析の結果、この複合型

組織では、3年間で 106万ドルの費用に対し、351万

ドルの便益が発生したことがわかりました。正味現

在価値（NPV）は 245 万ドル、ROI は 231%となり

ます。 
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投資利益率（ROI） 

231% 

ベネフィットの現在価値（PV） 

352万ドル 

正味現在価値（NPV） 

246万ドル 

$740.7K

$247.9K

$2.2M

$296.6K

ベンダーのライセンスの統合

問題定義段階での効率性の改善

概念化・創造段階での効率性の改善

開発・実施段階での効率性の改善

ベネフィット（3年間）

「 

「 「当社はデザインプロセスとワークフローを

進めるためだけに、4つか 5つの異なるサービ

スを利用していました。Figma は、これらの

すべてを既成概念にとらわれずに実行できる

ことが当社にとって大きな魅力でした。」 

— ハイテク企業、UXデザイナー 
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エグゼクティブサマリー 

TEIのフレームワークと方法論 

Forrester は、インタビューで提供された情報に基づ

き、Figma への投資を検討中の組織向けに Total 

Economic Impact™のフレームワークを作成しま 

した。  

このフレームワークは、投資決定に影響を及ぼす費

用、便益、柔軟性、リスク要因を特定することを目

的としています。Forrester は、Figma が組織に与え

る可能性のある影響を評価するために、マルチステ

ップアプローチを取りました。

 

 

デューデリジェンス 

Figma のステークホルダーにインタビューを実

施し、Forresterのアナリストが Figmaプラット

フォームの関連データを収集した。  

 

顧客インタビュー 

Figmaを使用している 4つの組織の 12人の意思

決定者を対象にインタビューを実施し、費用、

便益、リスクに関するデータを取得した。  

 

複合型組織 

インタビュー対象者の組織の特徴に基づいて、

複合型組織を設計した。 

 

財務モデルのフレームワーク 

TEI 手法を使用して、インタビュー結果を表す

財務モデルを作成し、その財務モデルをインタ

ビューの回答者が抱える問題と懸念事項に基づ

いてリスク調整した。 

 

ケーススタディ 

TEIの4つの基本要素（便益、費用、柔軟性、リ

スク）を投資効果のモデル化に組み込んだ。IT

投資に関連する ROI 分析がますます高度になる

なかで、Forrester の TEI 手法は、購入決定の総

合的な経済効果の全体像を提供している。TEI

手法の詳細については、添付資料 A を参照して

ください。 

開示事項 

以下の点にご注意ください。 

本調査は Figma の依頼を受け、Forrester Consulting が実

施するものです。競合分析として使用されることを意図

したものではありません。 

Forrester は、他の組織が得る潜在的 ROI に関して、いか

なる仮定もしていません。Forrester は、読者が Figma へ

の投資の妥当性を判断するために、本調査で提供された

フレームワークの中で独自の概算を行うことを強く推奨

します。 

Figma は確認のうえ Forrester にフィードバックを提供し

ましたが、本調査とその結果に対する編集管理は

Forresterが担当し、本調査に対して Forresterによる発見

事項と矛盾する変更または本調査の意味を曖昧にする変

更を行うことを認めません。 

Figma は、インタビューに関して顧客名を提供しました

が、インタビューには参加しませんでした。  
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Figma プラットフォームのカスタマージャーニー 

Figmaへの投資に向けて 

 
 

 

主な課題 

インタビュー対象者には、以下などの共通の課題が

あった。 

● テクノロジーが分散していることから混乱が生

じ、バージョンコントロールのエラーが発生す

る。デザインワークフロー内の全員が同じソフ

トウェアアプリケーションのセットを持ってい

るわけではなく、同じバージョンを実行してお

らず、さらには同じコンピューティングプラッ

トフォームを使用していない、という状態だっ

た。対応策として、従業員は自分で個人用のデ

ザインシステムを作成した。それにはコンポー

ネント、ライブラリ、効率的に作業するための

ツールなどが含まれていた。全員がひとつのデ

ザインシステムで作業をしていなかったため、

プロジェクトのメンバーがファイルを共有した

ときに問題が生じることがあった。あるプリン

シパルデザインマネージャーによると、「まる

でデベロッパーになったようでした。たくさん

のコードを入手しても、それはどのパッケージ

のものなのかわからず、大きなストレスを感じ

ていました。最初に実感したベネフィットは、

信頼できる唯一の情報源である URL が共有でき

たことです。」Figmaは、例えばリンクをチャッ

トにドロップする簡単な方法によって、チーム

がファイルを共有できるようにし、繰り返しの

作業をなくすことによってファイル共有を合理

化しました。URL リンクをクリックすると、最

新の作業が一元保管されている Figma のワーク

スペースにつながるので、バージョンコントロ

ールのエラーがなくなります。  

● レガシー製品をアップグレードすると、プラグ

インが破損した。インタビュー対象者は、プロ

トタイプとデザインツールが「うまく連携して

いない」という問題について何度も言及しまし

た。デザイナーは、レガシーツール間のコミュ

ニケーションなどの不可欠な機能をプラグイン

に頼っていました。あるシニアデザインプログ

ラムマネージャーは、全員が同じバージョンの

ツールセットを実行するためにかかる多大な労

力と、アップグレードプロセスが原因で発生し

ていた問題について言及しました。「アップグ

レードするたびに[デザインツールが]破損し、プ

ラグインが機能しなくなり、デザインシステム

に問題が生じました。これはかなり大きなペイ

ンポイントでした。」   

  

インタビュー対象組織 

業種 収益 インタビュー対象者 総従業員数 
有料ユーザーの  

合計数 

ハイテク  1,430億ドル 

プリンシパル UXデザイナー 

シニア UXデザイナー 

シニアデザイナー 

プリンシパルデザインマネージャー 

常務取締役 

UXエンジニア 

プリンシパルソフトウェア開発責任者 

プリンシパルデザイナー 

166,000 3,500 

製造 191億ドル UXグローバル責任者 46,000 50～75 

プロフェッショナルサービス 45億ドル シニアデザインプログラムマネージャー 12,500 317 

金融サービス 45億ドル 
シニア UXデザイナー 

プリンシパル UXデザイナー 
50,000 3,000+ 
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Figmaプラットフォームのカスタマージャーニー 

● デザインとエンジニアリングの分断が摩擦を生

じさせた。プリンシパルソフトウェア開発責任

者は、彼のチームが経験した問題について、次

のように説明しました。「デザインとエンジニ

アリングというのは、アプリがどのように機能

するべきかや、UX がどのようになるべきかを

別々の言語で説明するようなものなのです。多

くのコンテクストが失われていました。」さら

に、「時にチームはデザインスペックを丸投げ

し、エンジニアが拾って正してくれることを期

待します。」Figmaは、デザイナーとデベロッパ

ーがプロセスの初期段階でコラボレーションす

ることで、両者の架け橋となりました。そうす

ることで、両者のグループはプロジェクトの経

緯や状況、プロジェクトが立ちあげられた意図

を理解することができたのです。  

● セキュリティプロトコルがレガシーツールのコ

ラボレーション機能をブロックする。金融サー

ビスのデザイナーは、過去のソリューション間

のクラウドベースのファイル共有について、セ

キュリティプロトコルが警告を出すことを指摘

しました。このため、ユーザーは手作業で、フ

ァイルをダウンロードしてから取得して共有す

るという、手間のかかる対応をせざるをえませ

んでした。シニア UX デザイナーは、「Figma は

当社のセキュリティチェックの全項目に見事に

合格しました。対応策を使わず、PDF にウォー

ターマークを使用することなく、同じツールを

通じてファイルを社内外と瞬時に共有できるこ

とは、当社のワークフローにとって大きなベネ

フィットでした。」  

ソリューション要件/投資目的  

インタビュー対象者の組織は、以下のソリューショ

ンを探していました。  

● 外部プラグインに頼らなくても、ネイティブな

コラボレーションが可能。 

● OSに関係なく、正常に機能する。 

● 最新セキュリティプロトコルに準拠している。 

● エラー数が減少し、アップグレードしてもプラ

グインが破損しない。  

● 複数のツールを維持する必要がなくなるが、デ

ザインおよび開発チームが必要とする機能の大

部分を提供できる。  

● ビジネスの個々のニーズをサポートするカスタ

ムのプラグインを作成できる。 

 

複合型組織 

インタビュー結果に基づいて、Forrester は、TEI フ

レームワーク、複合型組織、そして財務的な影響を

受ける分野を示す ROI 分析を構築しました。複合型

組織は、Forrester がインタビューを実施した 4 社の

12 人のインタビュー対象者を表すものであり、次の

セクションで財務分析の集計結果を示すために使用

されています。この複合型組織には以下の特徴があ

ります。  

複合型組織の概要  

グローバルな、数十億ドル規模の B2B や B2C 組織

は、消費者をターゲットとするリテールチャネルを

通じて販売する製品を提供しています。この会社は

「Figma導入前は、混乱状態でした。

当社は[デザインツールファイル]とフ

ラットファイルで作業していました。

2 人または 3 人のデザイナーがフラッ

トファイルで作業し、E メールや共有

サーバで回覧しました。ファイルは

[デザインツールプラットフォーム]の

破損しやすいプラグインに依存してい

ました。このプロセスの改善にとっ

て、Figmaのネイティブ機能は重要な

役割を果たしています」と述べま 

した。」 

金融サービス、プリンシパル UX デザ

イナー 
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Figmaプラットフォームのカスタマージャーニー 

デジタルチャネルを活用して、消費者にベストイン

クラスの体験を提供し、消費者との密接な関係を築

いています。組織は 30 を超えるブランドを管理し、

世界中で運営しています。 

プロジェクトの定義 

プロジェクトを定義する範囲は、規模と期間により

異なります。これまで、デザイナーはウェブサイト

やアプリの再設計など、隔離された状態で高い集中

力を要するプロジェクトに取り組んできました。 

現在では、多くの組織はアジャイルに取り組み、製

品を継続的に進化させています。これにはUXの問題

の修正や全く新しい体験の創造などが含まれる可能

性があります。 

一貫したモデルを作成するため、Forrester は以下を

想定しました。  

● プロジェクトの定義：多数の小規模な短期プロ

ジェクトと、2 つの 1 年にわたる長期かつ大規模

なプラットフォームの再設計の平均値を想定し

ます。 

● デザインチームの特徴：デザインチーム（イン

タラクション、UX、ビジュアルデザイナー、

DesignOps、リサーチ、コンテンツ戦略などの役

職が含まれます）には、小規模なプロジェクト

チームで働く人が300人います。仕事の規模と範

囲により、各プロジェクトに必要な追加人員数

が決定されます。 

● プロジェクトチームの規模：各プロジェクトに

は、プロジェクトの各段階を通じて深く関与す

るデザイン責任者、製品責任者、技術責任者が

います。例えば、プラットフォームの再設計の

ようなプロジェクトの場合、20 人のチームが必

要ですが、モバイルアプリのコードのアップグ

レードにはデザイナー兼デベロッパーが 1人必要

です。このモデルは、年間プロジェクトの総額

の平均を想定しています。 

 

 

主な想定内容 

• グローバルな B2B2C企業 

• 30ブランドを管理 

• 1 年間複数の短期プロジェクトと

2件の大型プロジェクト 
 

 

「何かをアップロードする必要がな

く、即時の通知でファイルにアクセ

スできるという絶対的な事実は、ま

さに天と地の違いです。以前は、E メ

ール送信に頼り、デザイナーが変更

するか、どこかにメモを追加するこ

とを期待していました。ツールに接

続性があるため、削除、修正、作成

できる新しいプロセスが非常にたく

さんあります。」 

金融サービス、シニア UXデザイナー 
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ベネフィット分析 

複合型組織に適用する数値化されたベネフィットデータ 

 
 

 

 

ベンダーライセンスの統合 

エビデンスとデータ。顧客は以前利用していたベン

ダーとの複数の契約を統合し、直接費を削減しまし

た。インタビュー対象者は、デザイン、ファイル共

有、コラボレーション、プロトタイプに別々のツー

ルを購入していると回答しました。Figma のウェブ

ベースのプラットフォームは、プロジェクトデザイ

ンのライフサイクルの各段階を通じて、デザイナー

が使用するツールを統合しました。顧客は複数のソ

リューションを必要としなくなり、ライセンス費用

を削減するために、重複したツールを手放すように

なりました。プリンシパルUXデザイナーは、「大き

なベネフィットの 1 つは、複数の製品から 1 つの製

品に統合できたことです。すべてを統合して、1つの

ツールにまとめ、すべてを同じエコシステムで機能

させることは、当社にとって大変理にかなったもの

でした」と語りました。 

モデリングと仮定。複合型組織について、Forrester

は以下を想定しています。 

● 同社は、デザインとプロトタイプのツールの 

組み合わせにユーザー1 人あたり 655 ドルを支 

払った。  

● 組織は Figma を導入する前、個別のデザインツ

ールに別途支払っていた。  

● 300 人のユーザーがレガシーソリューションを使

用していた。  

● レガシーのデザインツールは、プロトタイプの

ニーズを満たしておらず、複合型組織は年間 3万

ドルを支払って別のソフトウェアライセンスを

購入せざるを得なかった。  

● 組織がライセンス料の削減を計上するペースに

は、2つの要因が影響します。  

▪ レガシー契約の期間および更新時期。  

▪ Figma の採用率と、プラットフォーム内

のすべての機能の使用。  

  

「当社はデザインプロセスとワークフ

ローを進めるためだけに、4 つか 5 つ

の異なるサービスを利用していまし

た。Figmaは、これらのすべてを既成

概念にとらわれずに実行できることが

当社にとって大きな魅力でした。」 

ハイテク企業、シニアデザイナー 

総ベネフィット 

参照 ベネフィット 1年目 2年目 3年目 合計 現在価値 

Atr ベンダーライセンスの統合 219,375ドル  315,563ドル  373,275ドル  908,213ドル  740,674ドル  

Btr 問題定義段階での効率性の改善 31,104ドル  124,416ドル  155,520ドル  311,040ドル  247,944ドル  

Ctr 
アイディエーション・クリエイション段階

での効率の改善 
279,936ドル  1,119,744ドル  1,399,680ドル  2,799,360ドル  2,231,496ドル  

Dtr 開発・実装段階での効率性の改善 46,656ドル  116,640ドル  209,952ドル  373,248ドル  296,551ドル  

 総ベネフィット（リスク調整後） 577,071ドル  1,676,363ドル  2,138,427ドル  4,391,861ドル  3,516,665ドル  
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ベネフィット分析 

リスク。ベンダーのライセンスの統合は、以下の要

因により異なります。 

● 以前組織で使用していたレガシーツールの数。  

● 以前のツールを終了するペース。  

● ユーザーの人数。 

● Figmaの採用率と潜在能力が完全に活用されてい

る率。  

結果。これらのリスクを考慮して、Forrester はこの

ベネフィットを 10%下方調整し、3 年間のリスク調

整後総 PV（割引率 10%）を 74.1 万ドルと算定しま

した。 

問題定義段階での効率性の改善 

エビデンスとデータ。問題定義段階は、企業が見込

み客のニーズや動機を発見し定義する、デザインプロ

セスの基礎です。この段階では、デザインプロセスの

残りの部分について、チームは解決する問題に対し共

通の理解に基づいて協力します。デザインリサーチャ

ー、プロダクトマネージャー、UX デザイナー、ビジ

ネスステークホルダーはいずれも顧客のニーズを決定

するうえで貴重な役割を果たしています。 

Figma導入前、企業は対面のワークショップに依存し

ており、考えやアイデアを共有するためには非効率で

面倒なファイル共有プロセスが必要でした。Figmaの

導入によって、離れた地域に所在し、リアルタイムに

コミュニケーションできないチーム間でも、効果的な

コラボレーションが可能となりました。 

あるシニアデザインプログラムマネージャーのプロ

フェッショナルサービス企業では、チーム間のコミ

ュニケーションプロセスを容易にすることで、デザ

インの役割の向上に貢献しました。回答者は、最近

はデザインの役割が高まっていると述べました。

「デザインについては、全てが決まった後でしか知

ることができない、ということはなくなりました。

デザインは最前線のものとなり、製品のロードマッ

プを決定するようなビジョンづくりの仕事や、調査

を提供する存在になっています。」  

モデリングと仮定。Forrester は顧客のインタビュー

に基づいて、以下を想定しています。 

ベンダーライセンスの統合 

参照 指標 出典 1 年目 2 年目 3 年目 

A1 
回避した以前のデザインシステム 

（プラットフォーム）ツールの費用 
インタビュー 655ドル  655ドル  655ドル  

A2 
回避した以前のデザインシステム 

（デザインのみ）ツールの費用 
インタビュー 770ドル  770ドル  770ドル  

A3 有料ユーザーの人数 想定 300 300 300 

A4 レガシーのプロトタイプソリューション インタビュー 30,000ドル 30,000ドル 30,000ドル 

A5 ライセンスの減少率  想定 50% 75% 90% 

At  ベンダーライセンスの統合 ((A1+A2)*A3)*A5+A4 243,750ドル  350,625ドル  414,750ドル  

  リスク調整 ↓10%       

Atr  ベンダーライセンスの統合（リスク調整後）   219,375ドル  315,563ドル  373,275ドル  

3 年間の合計：908,213 ドル 3 年間の現在価値：740,674 ドル 
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ベネフィット分析 

● プロダクト、技術、デザインの各責任者に、デ

ザイン、プロダクトマネージャー、ビジネスス

テークホルダー、デザインリサーチャーなど、

平均 10 人のチームメンバーが問題定義段階に参

加する。 

● 複合型組織は、毎年平均して 30 件の短期間のア

ップグレード、2 件の長期間の詳細プロジェクト

を実施する。  

● この段階に参加する 10 人のチームメンバーのそ

れぞれについて、会社が負担する給与の平均は 

1時間 72ドル。 

● 問題定義の段階で、Figmaはチームメンバーが費

やす時間が 10%減少するというインパクトを与

えた。  

● ベストプラクティスとして、Forrester は、開

発・実装段階に参加する従業員は、削減した時

間の 50％を生産的な作業時間に変換することを

認識しています。 

● Figmaを使用してコラボレーションする従業員が

増えるにつれ、時間削減の価値は 20%から 90%

に増加する。  

 

リスク。問題定義段階での効率性の改善は、以下の

要因により異なります。  

● 各プロジェクトに関与するチームメンバーの 

人数。  

● この段階にあるプロジェクトの件数および 

長さ。  

● チームが Figmaを採用するペース。  

結果。これらのリスクを説明するため、Forrester は

このベネフィットを 10%下方調整し、3 年間のリス

ク調整後の総 PV を 24.8万ドルと算出しました。  

「仕様やアセットのユーザー調査、対

話、エクスポートのプロセスには、 

5 人、10 人、15 人、あるいはそれ以

上の人数が関与しています。全員が 

1 か所で働けるようにすることで、か

なりスピードを上げることができま

す。」 

金融サービス、プリンシパル UX デザ

イナー 

「Figma の素晴らしい点は、URL を

受け取った相手が作業を見ることがで

き、作業のプロトタイプを感じること

すらできることです。Figmaは、ワー

クフローの設計や調査といった反復的

な部分や、購入や承認に関する手続き

を進めるスピードを改善しました。」 

ハイテク企業、プリンシパルデザ 

イナー 
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ベネフィット分析 

アイディエーション / クリエイション段階での効率

の改善 

エビデンスとデータ。インタビュー対象者による

と、Figma がビジネスに与えた最大のインパクト

は、アイディエーション・クリエイション段階で広

がります。デザインチームに複数のデザイナーがい

るとき、Figma によって、正しいタイポグラフィ、

カラー、アセットを一貫して適用しやすくなりま

す。このデザインシステムは、チームが以前、単調

ながら必要な業務に費やしていた、数千時間を節約

しました。専門サービス企業のシニアデザインプロ

グラムマネージャーは、以下のように説明しまし

た。「以前、初期段階のデザインを作成するとき、

デザイナーは利用できるコンポーネントと、それら

のロケーションを把握する必要がありました。ライ

ブラリを持っていない可能性がある別のチームから

コンポーネントを見つけるために、何百という対話

を重ね、探しているコンポーネントが含まれている

のは前回のデザインだけだった、ということがあり

ました。それは悪夢でしたが、これからはそういう

ことはなくなります。」  

各インタビュー対象者は、Figma がアイディエーシ

ョン・クリエイション段階で効率を高めたという以

下のような例を挙げました。  

● アセットの生成においてチームが良いスタートを

切る。Figma を使用すると、デザイナーはアイコ

ンやページのテンプレートを毎回一から作成する

のではなく、デザインシステムやページのテンプ

レートを作成することができます。シニアデザイ

ンプログラムマネージャーは、彼のチームがデザ

インにかかる時間を 50%以上削減したと説明しま

した。「1ページに 10のコンポーネントとデザイ

ンがある代わりに、ページのテンプレートを使用

してそのページを再構築しました。初日に 50 ヤ

ードのラインに辿り着けるのと、エンドゾーンか

ら始めるのとは違います。」 

● デザインオペレーションにフレームワークを提

供する。デザインオペレーションチームは、最

新ファイルのアップデートに関し、クリエータ

ーに責任を負わせることがなくなりました。

Figmaによって、デザインシステムチームは、更

新されたアセットの公開や、デザインシステム

の更新を自動的にすることができます。 

問題定義段階での効率性の改善 

参照 指標 出典 1 年目 2 年目 3 年目 

B1 プロジェクトチームメンバーの平均人数 想定 10 10 10 

B2 プロジェクトの年間平均件数 想定 30 30 30 

B3 
問題定義段階にある平均プロジェクトの長さ 

（時間）  
4週間*週 40時間 160 160 160 

B4 
プロジェクトチームのメンバーの会社負担平均時給

（間接費込み） 
想定  72ドル  72ドル  72ドル  

B5 
問題の定義段階で Figmaが削減した時間の割合

（％） 
想定 10% 10% 10% 

B6 生産性の回復 Forresterのベストプラクティス 50% 50% 50% 

B7 1年間に実現する価値の割合 想定 20% 80% 100% 

Bt 問題定義段階での効率性の改善 (B1*B2*B3*B4)*B5*B6*B7 34,560ドル  138,240ドル  172,800ドル  

  リスク調整 ↓10%       

Btr 問題定義段階での効率性の改善（リスク調整後）   31,104ドル  124,416ドル  155,520ドル  

3 年間の合計：311,040 ドル  3 年間の現在価値：247,944 ドル  
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ベネフィット分析 

● 従来のプレゼンテーションツールの置き換え。

インタビュー対象者はデザインを提示する際、

PowerPoint やその他のプレゼンテーションのア

プリケーションではなく、Figma を使用しまし

た。デザイナーは、プロトタイプ、緻密な画

面、ハンドオフのデザインを作成でき、すべて

を同じツール内でステークホルダーに提示する

ことができます。プリンシパルソフトウェア開

発責任者は、ミーティングがいかにインタラク

ティブになったかを説明し、「従来のようにス

ライドをただ見せるのではなく、プレゼンター

の視点ライブでフォローできるため、デザイン

を以前よりも速く進めることができます」と述

べました。 

● 分散したチームでもほぼリアルタイムで集結。

リアルタイムで動けないチームは、非同期的に

コラボレーションできます。これにより、デザ

イナーはファイルを壊す恐れを感じることな

く、プロジェクトの履歴を読み、コメントにア

クセスできます。ハイテク企業のプリンシパル

デザイナーは、「リサーチ、エンジニアリン

グ、あるいはマーケティングにおいて、Figmaで

初期段階でコラボレーションすると、『これに

ついて、なぜ考えなかったのか』、『この手順

を忘れた』、『このエンジニアリングの問題は

思い浮かばなかった』という質問が減少しま

す。1 つの URL を通じてメンバーをデザインプ

ロセスに早期に関与させることができるので、

コラボレーションと承認プロセスのスピードを

速めることが可能です。」 

モデリングと仮定。Forrester は顧客のインタビュー

に基づいて、以下を想定しています。 

● 平均してチームメンバーの 12 人がアイディエー

ション・クリエイション段階に参加する。多く

の場合、そうした役職には、プロダクト、技

術、デザインの各責任者、さらにデザイナー、

プロダクトマネージャー、ビジネスステークホ

ルダー、法務、コンテンツストラテジスト、UX

ライターなどが含まれる。  

● 短期のアップグレード作業と長期で詳細にわた

るプロジェクトを含むプロジェクトの平均件数

は、年間 30件。 

● この段階に参加する 12 人のチームメンバーのそ

れぞれについて、会社が負担する給与の平均は 

1時間 72ドル。  

● アイディエーション・クリエイション段階で、

Figma はチームメンバーが費やす時間が 60%減

少するというインパクトを与えた。  

● アイディエーション・クリエイション段階に参

加する従業員は、節減した時間の 50%を生産的

な職場での時間に振り向ける。  

「全員が同じビルで同じことに集中し

ていると、スプリントで作業している

感じです。Figmaによって、それを大

規模に実行することが可能です。」 

ハイテク企業、UXエンジニア 

「従来は、コラボレーションのために

3 つの異なるツールを使用していて、

とても困難でした。Figmaの基本とな

る柱は、コラボレーションに関するこ

とです。Figma Library による共有

は、最高レベルです。すべてが最新の

状態を維持し、以前より機能します。

シームレスで、便利です。」 

専門サービス、シニアデザインマネー

ジャー 
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ベネフィット分析 

● Figmaを採用する従業員が増えるにつれ、デザイ

ンシステムは標準化され、更新を自動化するた

めにプラグインが使用される。これによって、

捉えられた価値の割合（％）は 20%から 90%に

上昇した。  

リスク。アイディエーション・クリエイション段階

での効率の改善は、以下の要因により異なります。 

● 各プロジェクトに関与するチームメンバーの 

人数。  

● この段階にあるプロジェクトの件数および 

長さ。  

● チームが Figmaを採用するペース。  

結果。これらのリスクを説明するため、Forrester は

このベネフィットを 10%下方調整し、3 年間のリス

ク調整後の総 PVを 220万ドルと算出しました。 

 

「当社の 10,000 を超えるコンポーネ

ントのデザインシステムは、以前メイ

ンテナンスに数百万ドルがかかってい

ました。Figma のプラグインによっ

て、スケーリングや、強み、塗りつぶ

し、塗りつぶしなしバージョンなどの

さまざまな独自の機能を通じて、アイ

コンを自動的に翻訳することによっ

て、手作業を除去しています。これら

のツールによって当社の効率が高まっ

ただけでなく、各財務年度に会社の費

用を節約できるようになりました。」 

ハイテク企業、UXエンジニア 

アイディエーション・クリエイション段階での効率の改善 

参照 指標 出典 1 年目 2 年目 3 年目 

C1 プロジェクトチームメンバーの平均人数 想定 12 12 12 

C2 プロジェクトの年間平均件数 想定 30 30 30 

C3 
アイディエーション・クリエイション段階にある

平均プロジェクトの長さ（時間）  
6週間*週 40時間 200 200 200 

C4 
プロジェクトチームのメンバーの会社負担平均 

時給（間接費込み） 
想定 72ドル  72ドル  72ドル  

C5 
観念化・創造段階で、Figmaによって削減した 

時間（%） 
想定 60% 60% 60% 

C6 生産性の回復 Forresterのベストプラクティス 50% 50% 50% 

C7 年度別に実現する価値の割合 想定 20% 80% 100% 

Ct 
アイディエーション・クリエイション段階での 

効率の改善 
(C1*C2*C3*C4)*C5*C6*C7 311,040ドル  1,244,160ドル  1,555,200ドル  

  リスク調整 ↓10%       

Ctr 
アイディエーション・クリエイション段階での 

効率の改善（リスク調整後） 
  279,936ドル  1,119,744ドル  1,399,680ドル  

3 年間の合計：2,799,360 ドル 3 年間の現在価値：2,231,496 ドル  
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ベネフィット分析 

開発・実装段階での効率性の改善 

エビデンスとデータ。Figma 導入前は、デベロッパ

ーがデザインプロセスに参加するのが遅い、あるい

はまったく関与しないことがよくありました。デザ

インチームはこれに対処するため、バージョンや詳

細スペックの履歴を文書化するために、膨大な時間

を費やしました。しかし、多くの場合、コンテクス

トと意図が失われていきました。Figma 導入後、デ

ザインチームは、ワークフローを変更し、デベロッ

パーをプロセスの初期に参加させるようにしたとこ

ろ、従来なら長いデザインスペックを書くために費

やされていた時間が削減されました。デベロッパー

は技術的な課題を特定し、プロジェクトの経緯を理

解し、初期プロトタイプを見ることができるように

なりました。 

プロフェッショナルサービス企業のプリンシパルソ

フトウェア開発責任者は、「当社のエンジニアは、

Figma のセールスポイントは、リンクをクリックし

て、デザインをすぐに見られることであると言いま

す。エンジニアは、デザイナーが使う他の機能につ

いては興味がなく、動くツールを必要としているの

です。」 

開発チームはまた、プラグインアーキテクチャを使

用して、機能性を自動化する方法についても説明し

ました。チームは既存のプラグインのコミュニティ

を活用するか、自身のビジネスに適した固有のカス

タムコードを作成します。 

モデリングと仮定。Forrester は顧客のインタビュー

に基づいて、以下を想定しています。 

● 平均してチームメンバーの 5人が開発・実装段階

に参加する。そうした役職には、製品、技術、

デザインの各責任者、さらにデベロッパーまた

はエンジニアが含まれる。  

● 短期のアップグレードと長期で詳細にわたるプ

ロジェクトを含むプロジェクトの平均件数は、

年間 30件。 

● この段階に参加する 10 人のチームメンバーのそ

れぞれについて、会社が負担する給与の平均は 

1時間 72ドル。 

● 開発・実装段階で、Figmaはチームメンバーが費

やす時間が 30%減少するというインパクトを与

えた。 

● ベストプラクティスとして、Forrester は、 

開発・実装段階に参加する従業員は、節約した

時間の 50%に生産的な仕事をすると認識して 

いる。  

● Figma を使用して協働する従業員が増えるにつ

れ、時間節約の価値は 20%から 90%に増加 

する。  

リスク。開発・実装段階での効率性の改善は、以下

の要因により異なります。 

● 各プロジェクトに関与するチームメンバーの 

人数。  

● この段階にあるプロジェクトの件数および 

長さ。  

● チームが Figmaを採用するペース。  

● 結果。これらのリスクを説明するため、

Forrester はこのベネフィットを 10%下方調整

し、3 年間のリスク調整後の総 PV を 296,551 ド

ルと算出しました。 

「プラグインのエコシステムも、

Figmaの長所です。第三者のプラグイ

ンは非常に堅牢です。Figmaに機能が

ない場合、通常、そのギャップを埋め

るコミュニティからのプラグインがあ

ります。」 

専門サービス企業、シニアデザインプ

ログラムマネージャー 
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ベネフィット分析 

定量化できなかったベネフィット 

インタビュー対象者は、Figma を使用したことで経

験したものの、直接数値化できなかった価値につい

て、多くのストーリーを共有しました。これには以

下が含まれます。  

● 市場投入までのスピード。製造業のグローバル

UX 責任者は、彼のチームがイニシアティブを加

速させた方法について説明しました。「エージ

ェンシーを利用するよりも、社内で約 4倍の速さ

でこれをすることができます。私たちは月曜日

に、マーケティング部門とキャンペーンの展開

について打ち合わせました。1 週間後、デザイン

業務がすべて完了したとき、ブランドマネージ

ャーは驚きを隠せませんでした。マネージャー

は、エージェンシーに依頼したら、少なくとも 

1 週間はかかるだろうと言いました。」それにつ

いて幹部は、「この規模の組織の場合、通常イ

ニシアティブはさまざまな事務手続きを経なけ

ればならないため、市場投入までのスピードが

課題となります。当社がはるかに迅速に行動で

きるという事実は、はるかに素早く市場に製品

を投入できるようになることでもあります。」 

● エージェンシーにかかる費用の削減。クリエイ

ティブワークの納品をそれまで代行業者に頼っ

ていた企業は、そうした支出を 50%～90%削減

したと話しました。製造業のグローバル UX 責任

者によると、Figmaの導入によって、会社は従業

員の時間を最適化し、必要に応じて業務委託す

るために必要な一貫性を提供します。幹部によ

ると、「当社は当社の旗艦ブランドの 1つに体験

を創造するためにデザインに費やした時間を検

討しました。時間投資をし、この体験を全く異

なる地域に実装した後、全く新しいサイトにデ

ザインワークを 1.5 万ドルで納品しました。この

費用は、エージェンシーを通すと、10 万ドルを

超えるでしょう。これは年間 100 件ありますか

ら、この費用と時間効率は大きく累積し始めて

います。」 

開発・実装段階での効率性の改善 

参照 指標 出典 1 年目 2 年目 3 年目 

D1 プロジェクトチームメンバーの平均人数 想定 5 5 5 

D2 プロジェクトの年間平均件数 想定 30 30 30 

D3 開発・実装段階のプロジェクトの長さ（時間）  4週間*週 40時間 160 160 160 

D4 
プロジェクトチームのメンバーの会社負担平均

時給（間接費込み） 
想定 72ドル  72ドル  72ドル  

D5 
開発および実施段階で、Figmaによって削減 

された時間（%） 
想定 30% 30% 30% 

D6 生産性の回復 
Forresterのベストプラク

ティス 
50% 50% 50% 

D7 年度別に実現する価値の割合 想定 20% 50% 90% 

Dt 開発・実装段階での効率性の改善 (D1*D2*D3*D4)*D5*D6*D7 51,840ドル  129,600ドル  233,280ドル  

  リスク調整 ↓10%       

Dtr 
 開発・実装段階での効率性の改善 

（リスク調整後） 
  46,656ドル  116,640ドル  209,952ドル  

3 年間の合計：373,248  3 年間の現在価値: 296,551  
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ベネフィット分析 

● ヒューマンエラーの減少と、製品の質への好 

影響。ハイテク企業のプリンシパルデザイナー

はこう述べています。「Figmaの自動化機能によ

って、同社の製品の品質が改善したと説明しま

した。「フローの中で、人が介入し、何かを手

作業で変更するステップがかなり減少しまし

た。これが効率の中核的な部分です。システム

が変更されると、個人で設計システムを改善し

なくても、自動的に進化するので、各ユーザー

は改善の恩恵を受けられます。」同じハイテク

企業のプリンシパルソフトウェア開発責任者

は、Figmaが自社のビジネスに与えた影響につい

て説明しました。「当社は、単なる MVP の発売

から、優れた設計で、優れたアーキテクチャの

インターフェイスの発売へと変化を遂げまし

た。世界は変化し続けており、ハードルはどん

どん上がっていますが、正確性と品質をはるか

に簡単に維持できるようになりました。」 

● イノベーションの進展。金融業界のサービスデ

ザイナーはこう述べました「彼のチームが高価

値の仕事に取り組む時間が増えたと語っていま

す。「Figmaによって、デザイナーは、ボタンが

どのくらい大きいかやテキストのサイズをどの

くらいにすべきかではなく、困難な問題や解決

しようとしていることについて考えるために時

間を費やせるようになりました。そういったこ

とは既にすべて完了しているからです。」  

● 従業員の維持率（リテンション）の改善。プロ

フェッショナルサービス企業のシニアデザイン

プログラムマネージャーは、従業員の離職率に

対する好影響について声を弾ませて回答しまし

た。チームは、別のシニアデザインマネージャ

ーから嬉しいメールを受信しました。「Figmaの

メンバー全員にメッセージを送信する方法はわ

かりませんが、私のチームの複数のデザイナー

にとって、Figmaの導入が変革的であったことを

お伝えさせてください。うまくいくと思ってい

ましたが、2 人のデザイナーが、以前は自分の仕

事があまり好きではなかったが、今は楽しんで

いると言ったのです。Figma導入チームの仕事は

素晴らしく、デザイナーを失わずに済む一因と

なったことにお礼を申し上げます。」 

● リーダーとのコミュニケーションの合理化。 

金融サービスのプリンシパル UX デザイナーは、

デザインプロセスを民主化し、リーダー同士を

つなげることについて話しました。「Figma導入

前、デザイン自体とそのプレゼンテーションに

は隔たりがありました。以前はこうしたファイ

ルを PNG に変換し、プレゼンテーションツール

に保存し、実際のデザインプロセスとの連携が

「Figmaでは、他のデザインプラット

フォームでは非常に困難なことを可能

にします。それは全員が信頼できる唯

一の情報源にたどり着けるようにする

ことです。」 

ハイテク企業、プリンシパルデザ 

イナー 

「Figmaによって、デザイナーは、ボ

タンがどのくらい大きいかやテキスト

のサイズをどのくらいにすべきかでは

なく、困難な問題や解決しようとして

いることについて考えるために時間を

費やせるようになりました。そういっ

たことは既にすべて完了しているから

です。」 

金融サービス、プリンシパル UX デザ

イナー 
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ベネフィット分析 

できなくなっていました。Figmaではコラボレー

ションができ、リーダーは自分でファイルにア

クセスし、部下が作成しているプロトタイプを

体験したり、デザインに直接フィードバックを

提供することができます。これはかなり重要な

ことです。」 

柔軟性 

柔軟性の価値は、顧客によって異なります。顧客が

Figma を実装した後で、別の使用方法やビジネスチ

ャンスがあることに気付くシナリオが複数存在しま

す。これには以下が含まれます。 

● チームの協力体制の改善。ハイテク企業のプリ

ンシパルデザイナーは、「私のような多くのデ

ザイナーは、チームに見せられるレベルになる

まで静かにしているものでした。Figmaは思考プ

ロセスとワークフローを際立たせるため、その

やり方が変化しました。Figmaでとても簡単にフ

ィードバックを受けられるようになり、メンバ

ーはフィードバックを受けることに前向きにな

っています。」 

● カスタムビルドまたはコミュニティから安定し

たプラグインを提供する。ハイテク企業の UX エ

ンジニアは、Figmaコミュニティとかかわること

から自身が得る利点について説明しました。

「私たちは Figma におけるアーキテクチャとプ

ラグインコミュニティの両方のプラグインを非

常に真剣に捉えています。コミュニティは開放

的で、簡単に利用やインストールできるので、

私たちはプラグインを使用して多くのことを学

び、多くの機会を活用することができます。

Figma.com 上のコミュニティでは、この情報を

探す必要がありません。コミュニティは一元化

されていて、とても良いと思います。」 

柔軟性は、特定のプロジェクトの一部として評価さ

れる場合にも数値化することができます（詳細は 

添付資料 A に記載）。 
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費用分析 

複合型組織に適用される数値化された費用データ 

 

 

FIGMAライセンス費用 

エビデンスとデータ。  

● 複合型組織は、ユーザー1人あたり 540ドルの価

格を毎年支払っている。エディターライセンス

に含まれるもの：  

▪ 無制限のプロジェクトとバージョン 

履歴。 

▪ カスタムファイルとユーザー許可。 

▪ 招待のみのプライベートプロジェクト。 

▪ 共有可能なチームライブラリと一元化さ

れたチーム。 

▪ 組織全体のデザインシステムと分析。 

▪ プライベートプラグインとプラグイン 

管理。 

▪ 共有フォント。 

▪ SSOプラス高度なセキュリティ。 

● 有料エディターのライセンスは、デザイン専門

家、研究者、デベロッパー、幹部、製品マネー

ジャー、マーケッターに割り当てられました。 

● さらに、以下ができる無制限のビューアライセ

ンスを作成できます。 

▪ 無制限のファイルのドラフト。 

▪ 無制限のビューアとコメンテーター。 

▪ 3 つのチームファイルに無制限のエディ 

ター。 

▪ 1つのチームプロジェクト。 

▪ 30日間のバージョン履歴。 

▪ 無制限のクラウドストレージ。 

結果。Forrester は、この便益には提示価格を使用

し、リスク調整をしませんでした。この結果、3年間

の PV の総費用（割引率 10%）は 40.3 万ドルになり

ます。  

 

  

総費用 

参照 費用 初期 1 年目 2 年目 3 年目 合計 現在価値 

Etr Figmaライセンス費用 0ドル  162,000ドル  162,000ドル  162,000ドル  486,000ドル  402,870ドル  

Ftr Figma導入の社内費用 197,683ドル  448,589ドル  33,581ドル  33,581ドル  713,434ドル  658,474ドル  

 総費用（リスク調整後） 197,683ドル  610,589ドル  195,581ドル  195,581ドル  1,199,434ドル  1,061,344ドル  
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費用分析 

FIGMA実装の社内費用 

エビデンスとデータ。インタビュー対象者は、

Figma が組織にもたらしたベネフィットについて、

説明しました。Figma の導入、展開、ガバナンス、

研修の戦略的なプランを作成するために時間とリソ

ースを投資することによって、これらのベネフィッ

トを達成することができました。 

モデリングと仮定。これを達成するために、複合型

組織には以下の費用が発生した。 

● プロジェクト責任者は、Figmaの計画および実装

に 6か月を費やす。初期展開の後、責任者は事務

業務に週 8時間を費やす。 

● 複合型組織は、戦略の策定、実施、ガバナン

ス、トレーニングのために、8 人のワークストリ

ームリーダーを任命する。リーダーは任務の

20%の配分を交渉する。  

● 30 人のデザイナーが 2 日間にわたるスプリント

を実行し、以前のデザインファイルを Figma の

フォーマットに変換し、プラグインを構築し

た。Figmaの導入チームは、初年度以降、さらに

毎年 40時間をプラグインの構築に費やす。 

● ライセンスを保有する300人のエディターのそれ

ぞれに複合型組織が研修を実施するのに 16 時間

が必要。  

リスク。この費用は、以下の要因により、組織によ

って異なる場合があります。 

● チームによって、計画および実装プロセスに費や

す時間とリソースに差異がある場合があります。 

● オリエンテーションおよびオンボーディングの

レベルは、チームが既存のデザインツールをど

の程度熟知しているかによって異なります。 

「ツールを利用する以前から、Figma

は、業務の観点と文字通りの設計シス

テムファイルの観点の両方から、私た

ちの計画に役立っていました。当社は

プリエンゲージメントの一環として、

研修セッションを設定しました。他社

のサポートは待たされるのと比較する

と、大きな違いです。それは、Figma

チームを利用することで当然得られる

ボーナスです。」 

金融サービス、プリンシパルデザ 

イナー 

Figma ライセンス費用 

参照 指標 出典 初期 1 年目 2 年目 3 年目 

E1 Figmaライセンス費用 540ドル    540ドル  540ドル  540ドル  

E2 有料ユーザーの人数 300   300 300 300 

Et Figmaライセンス費用 E1*E2   162,000 162,000 162,000 

  リスク調整 0%         

Etr 
Figma年間ライセンス費用 

（リスク調整後） 
  0ドル  162,000ドル  162,000ドル  162,000ドル  

3 年間の合計：486,000 ドル  3 年間の現在価値：402,870 ドル  
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費用分析 

結果。これらのリスクを説明するため、Forrester は

この費用を 10%上方調整し、3 年間のリスク調整後

の総 PVを 65.8万ドルと算出しました。 

 

 

Figma 導入の社内費用 

参照 指標 出典 初期 1 年目 2 年目 3 年目 

F1 導入を主導する勤務時間 
週 40時間*24  

（6か月） 
960       

F2 Figmaの継続的な管理時間 週に 8時間   384 384 384 

F3 ワークストリーム責任者の勤務時間 
勤務時間の 20%の 6か 

月分*8人 
1,536       

F4 
ファイルの変換やプラグインのビルドに 

費やす勤務時間 

2日間のスプリントで 

30人のデザイナー 
  480 40 40 

F5 デザイナー研修 16時間   16     

F6 エディターライセンスを保有する従業員数 300 300 300     

F7 
プロジェクトチームメンバーの会社負担 

平均給与 
1時間あたり 72ドル 72ドル  72ドル  72ドル  72ドル  

Ft Figma導入の社内費用 

当初：(F1*F7)+(F3*F7) 

1、2、3年目：(F2*F7)+ 

(F4*F7)+(F5*F6*F7) 

179,712ドル  407,808ドル  30,528ドル  30,528ドル  

  リスク調整 ↑10%         

Ftr Figma導入の社内費用（リスク調整後）   197,683ドル  448,589ドル  33,581ドル  33,581ドル  

3 年間の合計：713,434  3 年間の現在価値：658,474  
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財務サマリー 

 

3 年間のリスク調整後の連結指標 
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キャッシュフローチャート（リスク調整後）

総費用 総便益 累積純便益

これらのリスク調整後 ROI、

NPV の値は、各ベネフィット

とコストのセクションにおけ

る未調整の結果に、リスク調

整要因を適用することによっ

て決定される。 

ベネフィットとコストのセクションで

計算される財務上の結果を使用して、

複合型組織の投資の ROI と NPV を決

定することができる。Forrester は、こ

の分析の年間割引率を 10%と想定して

います。 

キャッシュフロー分析（リスク調整後の概算） 

  初期 1 年目 2 年目 3 年目 合計 現在価値 

総費用  （197,683ドル） （610,589ドル） （195,581ドル） （195,581ドル） （1,199,434ドル） （1,061,344ドル） 

総ベネ 

フィット  
0ドル  577,071ドル  1,676,363ドル  2,138,427ドル  4,391,861ドル  3,516,665ドル  

正味ベネ 

フィット  
（197,683ドル） （33,518ドル） 1,480,782ドル  1,942,846ドル  3,192,427ドル  2,455,321ドル  

投資利益率

（ROI） 
          231% 
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添付資料 A ： Total Economic 

Impact 

Total Economic Impact (TEI) は Forrester Researchが

開発した手法で、企業のテクノロジーに関する意思

決定プロセスを改善させるとともに、ベンダーが自

社の製品やサービスの価値提案を顧客に伝えること

を支援するものです。この TEI 手法は、企業が IT の

取り組みの有形価値を、その経営陣と他の主要ビジ

ネスステークホルダーの両方に対して実証、正当

化、実現するのに役立ちます。 

TOTAL ECONOMIC IMPACT のアプローチ 

ベネフィットは、この製品によって企業にもたらさ

れた値を表す。TEI法では、便益の算定と費用の算定

に均等の重みを置き、テクノロジーが組織全体に与

える影響を細部にわたって検証することを可能にし

ます。  

費用は、提案された製品の価値、または便益を実現

するために必要なすべての経費を表す。TEI内の費用

カテゴリは、そのソリューションに関連した継続的

な費用について、既存環境での漸増費用を把握しま

す。  

柔軟性は、すでに行った初期投資に加え、将来の追

加投資から得られる戦略的な価値を表す。その便益

を把握できる場合、PVを推定できます。  

リスクは、1) 概算が当初の予想に合う可能性、2) 概

算が経時的に追跡される可能性に基づいて、便益と

費用の概算の不確実性を測定します。TEIのリスク要

因は、「三角分布」に基づいています。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

現在価値（PV） 

金利（割引率）を用いて算出された（割

引された）費用と便益の現在価値または

時価の推定。費用および便益の PV をキャ

ッシュフローの総 NPVに適用します。  

 

正味現在価値（NPV） 

金利（割引率）を用いて算出された、

（割引された）将来のネットキャッシュ

フローの現在価値または時価。通常、プ

ロジェクトの NPV がプラスである場合、

投資は他のプロジェクトの NPV の方が高

い場合を除き、行うべきである。  

 

投資利益率（ROI） 

プロジェクトの予想リターン (%)。ROI

は、正味便益（便益からコストを控除）

を費用で割って算出します。  

 

割引率 

費用の時間的価値を考慮するため、キャ

ッシュフロー分析で使用される金利。 

組織は通常、8%～16%の割引率を使用し

ます。  

 

初期投資の欄には、割引が適用されていない「時間 0」また

は 1 年目の開始時に発生する費用を含みます。その他すべて

のキャッシュフローは、年末時点の割引率を使用して割引さ

れます。総費用と総便益の推定について、PVはそれぞれ算出

されます。サマリー表のNPVの数値は、初期投資と各年の割

引されたキャッシュフローの合計。総便益、総費用、キャッ

シュフローの表の合計および現在価値の数値は、四捨五入さ

れている場合があるため、合計と正確に一致しない場合があ

ります。 
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添付資料 B：脚注 1 

 
1 Total Economic Impact（TEI）は Forrester Research が開発した手法で、企業のテクノロジーに関する意思決定

プロセスを改善させるとともに、ベンダーが自社の製品やサービスの価値提案を顧客に伝えることを支援するもの

です。この TEI 手法は、企業が IT の取り組みの有形価値を、その経営陣と他の主要ビジネスステークホルダーの

両方に対して実証、正当化、実現するのに役立ちます。 
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